§22．兵庫県2005年産業連関表のスカイライン図と扇形散布図
兵庫県2005年産業連関表の県内需要と県内生産額のデータを用いて，スカイライン図と扇形散布図で描く。

①兵庫県の「産業連関表(平成17年(2005年）統計表)」http://web.pref.hyogo.jp/ac08/ac08_2_000000054.html  
ページから，統合大分類（36部門表）のExcelファイルをダウンロードする。

 下記の図は，Word上の産業部門名の吹き出しを提供するためのものである。
⑧　前§15の⑧と同じ操作で兵庫県2005年の県内需要と県内生産額に関する【スカイライン図】を作画
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2    　　　　　　　　　　　　　　                神戸コンシューマー・スクール2010でのWeb版xcampus分析操作事例（通算第３編）
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